
麻
生
国
務
大
臣

内
閣
総
理
大
臣

”
閣

識
。
‐

内
閣
法
制
局
長
官

＄

世
耕

岩
屋
国
務
大

蓉
戸

国
務
大

山田 ’

国
務
大

国
務
大

内
閣
総
務
官

宮
腰
国
務
大
臣

茂
木
国
務
大
臣

渡
辺
国
務
大
臣

山
本
国
務
大
臣

⑳

’
－

典
〃
＄
国
務
大
久
鯉
平
＃
国
菫
１
１
↓

割
副
詞
》
酔
一

柴
山
国
務
大
臣

別
紙
内
閣
総
理
大
臣
請
議

改
元
に
際
し
て
の
内
閣
総
理
大
臣
談
話

山
下
国
務
大
臣
儘
勝
”
船

河
野
国
務
大

石
井
国
務
大
臣

＆

石

田
国
務
大
臣

参
白

根
本

国
務
大
臣
企
唖

内
第
餌
呼
一
。

起案

平
成
三
エ
年
四
月
一
日

Ｌ
一
・
一
葵

決
定

公
布

平
成
年
月
日

施
行

平
成
年

月

日

平
成

｜
’

年
月
日

平
成
三
十
一
一

四
月
一
日
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i 右
閣
議
に
供
し
ま
す

改
元
に
際
し
て
の
内
閣
総
理
大
臣
談
話
に
つ
い
て

指
令
案 口Ｉ

ト

ロ

｡

’

｜

’
一
頭

議
の
と
お
り
0
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一

川

府管第2 8号

平成31年4月1日

内閣総理大臣安倍
一
一
一

垂
日 殿

嵩

、
乱
Ｉ

４

１
「
１
６
．
．

－
づ
．
Ｇ
ｐ
ｐ
ｒ
》
，
。
●
且
■
■
守
屯
▽
《
■
■
▽
寺

’
ｐ

茨
訴
殿
、
霧
鐙
川

壷
与
鞘
州
慰
Ⅳ
型灌

０
℃
且
▲
６

（
‐
い
Ｉ
。
、
一
》
Ｐ
』琴

１
０
『
“
■
マ
ム
■
Ｐ
△
■
で
●
一
句
■

？
－
４
４
‐
ゞ
８
１
１
Ｊ

〆
○
Ｊ
○
』
Ｕ
８
●
〃
■
日
？

内閣総理大臣安倍
垂
日

改元に際しての内閣総理大臣談話について

母
、

標記について、別紙のとおり閣議を求めます。

|’
|日本国政府’
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鯉
軒
一
鰕
鋤
嗣
鴇

本
日
、
元
号
を
改
め
る
政
令
を
閣
議
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

新
し
い
元
号
は
「
令
和
」
（
れ
い
わ
）
で
あ
り
ま
す
。

し
ょ
し
ゅ
ん
れ
い
げ
つ
き
よ
か
ぜ
や
わ
ら
う
め
き
ょ
う
ぜ
ん
こ
ひ
ら

こ
れ
は
、
万
葉
集
に
あ
る
「
初
春
の
令
月
に
し
て
気
淑
く
風
和
ぎ
梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
き

ら
ん
は
い
ご
こ
う
か
お
ら

雷
は
珊
後
の
香
を
薫
す
」
と
の
文
言
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
「
令
和
」
に
は
、

人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

万
葉
集
は
、
千
一
一
百
年
余
り
前
に
編
蟇
さ
れ
た
日
本
最
古
の
歌
集
で
あ
る
と
と
も
に
、
天
皇
や
皇
族
、
貴

族
だ
け
で
な
く
、
防
人
や
農
民
ま
で
、
幅
広
い
階
層
の
人
々
が
詠
ん
だ
歌
が
収
め
ら
れ
、
我
が
国
の
豊
か
な

国
民
文
化
と
長
い
伝
統
を
象
徴
す
る
国
書
で
あ
り
ま
す
。

悠
久
の
歴
史
と
薫
り
高
き
文
化
、
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
。
こ
う
し
た
日
本
の
国
柄
を
、
し
っ
か
り
と

次
の
時
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
。
厳
し
い
寒
さ
の
後
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
、
見
事
に
咲
き
誇
る
梅
の
花

の
ょ
差
フ
に
、
一
人
ひ
と
り
の
日
本
人
が
、
明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
日
本
で
あ
り
た
い
、
と
の
願
い
を
込
め
、
「
令
和
」
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

新
し
い
元
号
「
令
和
」
に
つ
い
て

’
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文
化
を
育
み
、
自
然
の
美
し
さ
を
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
平
和
の
日
々
に
、
心
か
ら
の
感
謝
の
念
を
抱
き

な
が
ら
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新
し
い
時
代
を
、
国
民
の
皆
様
と
共
に
切
り
拓
い
て
い
く
。
新
元
号
の
決
定

に
あ
た
り
、
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

五
月
一
日
に
皇
太
子
殿
下
が
御
即
位
さ
れ
、
そ
の
日
以
降
、
こ
の
新
し
い
元
号
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
国
民
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
政
府
と
し
て
も
、

ほ
ぼ
二
百
年
ぶ
り
と
な
る
、
歴
史
的
な
皇
位
の
継
承
が
蒜
な
く
行
わ
れ
、
国
民
こ
ぞ
っ
て
寿
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
そ
の
準
備
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

元
号
は
、
皇
室
の
長
い
伝
統
と
、
国
家
の
安
泰
と
国
民
の
幸
福
へ
の
深
い
願
い
と
と
も
に
、
千
四
百
年
近

く
に
わ
た
る
我
が
国
の
歴
史
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。
日
本
人
の
心
情
に
溶
け
込
み
、
日
本
国
民
の
精
神
的

な
一
体
感
を
支
え
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
新
し
い
元
号
も
、
広
く
国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
日

本
人
の
生
活
の
中
に
深
く
根
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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